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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、船舶の操縦者である操船者に対して3種類の生理指標（心拍変動、顔面皮
膚温、唾液アミラーゼ活性）を用いた定量的な技能評価を行い、共通技能および個人技能を客観的に検討し、チーム作
業評価へと展開することである。
結果として、シミュレータ及び実船実験を行い、3種類の生理指標は有効であり、心拍変動および唾液は即応性の応答
、鼻部皮膚温は即応性及び変化傾向が確認できる指標であることが明らかとなった。ただし、唾液については負担レス
な採取方法を検討することが課題として残された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to evaluate a ship navigator's skill based on phys
iological indices- heat rate variability, facial temperature, and saliva, and consider the common and indi
vidual skill like kansei; moreover, this research develops to evaluate the team performance.
As the results, three indices were effective from simulator- and real ship- experiments. The heart rate an
d saliva showed quick response, and facial temperature did quick and its tendency well like moving average
. However, a future work appeared for better taking saliva without stress for subjects.
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１．研究開始当初の背景 
船舶の大型化および高速化と航行環境の

複雑化により、海上を航行する船舶の危険性
は増大しており、船舶を安全・安心に運航す
るためには、船舶運航の責任者である航海士、
船長の教育・訓練およびそれに関する研究は
必要不可欠である。その中で、シミュレータ
による教育・訓練および研究は、船舶の安
全・安心運航に対する成果を国内外であげて
きている。しかしながら、船舶運航を取り巻
く社会状況はさらに悪化し、船舶職員のより
高度な資格能力が要求されてきており、そこ
には個人の持つセンスが強く関与すること
から、操船者の経験による操船能力（コモン
センス）に加え、個人センスを積極的に取り
込んだコモンセンスへの融合による新たな
技能向上と柔軟なチーム作業方法の策定が
必要と考える。 
 
２．研究の目的 
船舶の操縦者である操船者に対して 3種類

の生理指標（心拍変動、顔面皮膚温、唾液ア
ミラーゼ活性）を用いた定量的な技能評価を
行い、共通技能および個人技能を客観的に検
討し、チーム作業評価へと展開する。 
 
３．研究の方法 
実船舶（実船）およびシミュレータの操船

環境が操船者に与える生理的応答の特徴を
心拍変動（R-R 間隔変動）、顔面皮膚温、唾液
アミラーゼ活性を評価指標として測定する。
被験者には、乗船経験豊富な船長経験者（専
門家）および乗船経験の少ないフレッシュマ
ン（学生）を選ぶことで、乗船経験別特徴量
の差異を検討し、乗船経験度合いの差異によ
りコモンセンスを定量的に評価し、顕著な個
人差を個人センスとして検討する。 
 
４．研究成果 
3 種類の生理指標：心拍変動、鼻部皮膚温、

唾液（アミラーゼ活性および硝酸）の操船者
に対する心的負荷評価について、その有効性
が確認された。また、心拍変動および唾液は
即応性の応答、鼻部皮膚温は即応性及び変化
傾向が確認できる指標であることが明らか
となった。唾液採取については、金属製スプ
ーンを用いた簡易方法よりも負担レスな方
法を検討することが課題として残されたが、
硝酸の方が、アミラーゼよりもその応答は顕
著であることが確認できた。 
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